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 ⑶ まちづくり計画を実施する期間 

   本計画は、平成 28 年度を初年度とし、平成 37 年度までの 10 年間にわたっ 

て実施していきます。 

 

 

 

 

前ページ写真 左：小川郷駅開業 100 周年事業記念式典  

右：JA 福島さくらいわき地区女性部高萩支部 甘梅漬け生産作業の様子 

・地域現状の把握 

・地域の抱える問題 

点の把握、共有 

・課題に対応するための具体的な方策を

考えていく 

◎ いつまでにやるのか 

◎ 誰がやるのか 

◎ 方法は 

・具体的な方策の実施 

 ◎個人や地域が行う 

 ◎事業者が行う 

 ◎行政が行う 

 ◎いろいろな主体が協働する 

Plan 

Do 

Check 

小川地域のことは住

んでいる地域の方が一

番よく知っているはず 

いろいろな主体が、協働で取組めば、今

までにない成果が上がるかも・・・ 

自分たちができることから 

考えていくことが大切です 

問題・課題はたくさ

んあります 

きちんと検証して、 

次なげることも大切 



⑴　地区の概略

面積

人口

川前 約116㎢ 1,133

平 約109㎢ 102,373

遠野 約104㎢ 5,569

⑵　人口の推移

⑶　今後の人口の見込み
　
 当地区の人口構成は、高齢者が
占める割合が多くなっていま
す。
　今後１～２年は、「復興公営
住宅への入居に伴う人口増」が
見込まれるものの、長期的に見
た場合には、人口の減少が見込
まれます。

　当地区の人口は平成12年の国勢調査時点で約

8,000人でしたが、以降減少が続いています。

　現在、地域内に東日本大震災及び東京電力福

島第一原子力発電所の事故によって、双葉郡の

各町から避難されている方のための「復興公営

住宅」が133戸整備されています。復興公営住宅

への入居により、地区内の人口は、一時的に増

加が見込まれます。

市内他地区との比較

面積 人口

３　データでみる小川地域について

　小川地区は、いわき市の北部に位置し、阿武
隈高地の東麓斜面に位置しています。
　北部は屹兎屋山、猫鳴山、二ツ箭山等の山々
がそびえ、夏井川が支川の小玉川と同地区三島
地内で合流し、地区の中央を北西から南東に流
れています。
　南側は、平野と丘陵地となっており、平地区
の赤井、平窪と接しています。
　山の緑と夏井川、小玉川の清流が美しい自然
に恵まれたところであり、草野心平、櫛田民蔵
國府田敬三郎など諸分野に逸材を送り出した地
域です。

 6,869人（平成27年国勢調査結果）

地区の面積と人口

 約112㎢

平成

7年 

平成

12年 

平成

17年 

平成

22年 

平成

27年 

人口 8,087 8,086 7,735 7,211 6,869

6,200
6,400
6,600
6,800
7,000
7,200
7,400
7,600
7,800
8,000
8,200

% 

平成27年4月1日現在 
小川地区の人口ピラミッド 
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　当地区は、いわき市内においては、
農業地域としての性格が強い地区で
す。農地は地区の南東部の夏井川流
域に広がっており、高台や丘陵地の
一部には梨等の果樹園が点在します。
  経営耕地面積、総農家数は減少し
ています。

※総農家数・経営耕地面積は、旧上小川村・

下小川村地域の合計です。旧赤井村分(大字

高萩・西小川・塩田・三島）については現

在の赤井地区と合せて平地区に集計されて

いるため含まれていません。

（いわき市の農業　世界農林業センサス結果
報告書より参照）

0 100 200 300 400 500

総農家数（戸） 

経営耕地面積（a) 

総農家数（戸） 経営耕地面積（a) 

平成２年 430 341.39

平成２２年 318 222.14

経営耕地面積・総農家数 

⑷ 交通 

    いわき市の中心地の平地区ま 

 での距離は約10㎞です。 

  鉄道は、いわき市と郡山市を 

 結ぶJR東日本の磐越東線が地区 

 内を走っており、小川郷（おが 

 わごう）駅と江田(えだ)駅が設 

 置されています。地区の中心駅 

 の小川郷駅は、磐越東線の始発 

 となるいわき駅から２つ目の駅   

 で、列車の発着駅となっていま 

 す。運行本数は、小川郷駅は１ 

 日８往復、江田駅では１日６往 

 復となっています。 

   道路は、地区の中央を国道 

 399号が縦断し、南は市内中心 

 部へ、北は川内村へと続いてい 

 ます。市内中心部までは車で20 

 分程度です。 

   また、県道小野四倉線が地区 

 内を北西から南東方向に走って 

 おり、北西方向は小野町方面、 

 南東部は市内四倉町へと続いて 

 います。 

   阿武隈高地内の道路は、概し 

 て急傾斜で、道幅も狭くなって 

 います。 

   今後、国道399号十文字工区 

 等の整備や県道小川赤井平線の 

 道路改良工事、小川橋の架け替  

 え、広域農道等の道路の整備が 

 進められていく予定です。 

 

凡例 

赤線：高速道路・国道 

緑線：県道 

青線：河川 

⑸ 産業 
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⑹ 歴 史 

 

   奈良時代、本市の北半分は磐城郡で、その役所である磐城郡衙が平下大越地区であると遺跡 

から推定されます。また、隣接して建てられた寺院の遺跡が夏井廃寺跡でありますが、この遺 

跡から出土の瓦を造ったのが、下小川の二俣神社にある梅ケ作瓦窯跡群です。作られた瓦は、 

夏井川を舟で下って運ばれたものと推測されますが、７世紀ころの当地区は、磐城郡の支配下 

にあったことが証明されています。 

   延長５年（927）に成立した「延喜式神名帳」には、下小川の二俣神社が登載されています。 

   11 世紀の終わりごろ、岩城氏が岩城郡の地頭になり、勢力を拡大する中で、当地区もその支 

配下になったと推定されています。 

   その後、当地区は常陸守護佐竹氏の一族小川氏に領有され、1320 年ころ小川（佐竹）義綱が 

西小川中柴に館を建てたといわれ、また高萩の熊野神社勧進、下小川の長福寺の開山も、義綱 

によって元享２年（1322 年）にされたと伝えられています。小川氏は、岩城氏の勢力拡大に伴 

い家臣団に組み入れられ、領地・村落経営の一端を担いました。 

 関ヶ原の戦いの後、岩城氏は徐封され、代わりに入封した鳥居氏がこの地を治めました。 

その後、この地は細分割され、泉、棚倉、笠間等の各藩及び幕府の直轄地とされました。 

 

⑺ 明治以降の行政区域の変遷 

明 治 大正 昭 和 

 

幕府領 
上小川村・ 

福岡村 

 

 

上小川村 

Ｍ22.4.1 

  

小川町 

S 30.2.11 

 

いわき市 

S41.10.1 

 

幕府領 
柴原村・ 

上平村 

 

下小川村 

Ｍ22.4.1 

  

棚倉藩 下小川村  

笠間藩 関場村  

 

笠間藩 

三島村・ 

高萩村・ 

塩田村 

 

赤井村※ 

Ｍ22.4.1  

  

棚倉藩 

西小川村  

赤井村 
平市 

S 30.2.11 

※ 赤井村のうち、大字西小川・高萩・三島・塩田が、上小川村、下小川村と合併し、小 

川町を新設。大字赤井は平へ編入。  （いわき市内地域別データファイル等を参照） 
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⑻ 文 化 財 

 

種 別 文 化 財 名 所 在 地 
所有 

（管理者） 

国：重要文化財（彫刻） 
木造
もくぞう

地蔵
じぞう

菩薩
ぼさつ

坐像
ざぞう

 

(附)像内納入品 

小川町下小川字上ノ台 長 福 寺 

市：有形文化財 

（建造物） 
長福寺
ちょうふくじ

本堂
ほんどう

 山門
さんもん

 小川町下小川字上ノ台 長 福 寺 

市：有形文化財（彫刻） 木造
もくぞう

興
こう

正菩薩
しょうぼさつ

坐像
ざぞう

 小川町下小川字上ノ台 長 福 寺 

市：有形文化財（典籍） 寶聚院
ほうじゅいん

典籍
てんせき

及び印
いん

信 状
じんじょう

 小川町西小川字上谷地 寶 聚 院 

市：有形文化財 

（歴史資料） 
天明
てんめい

飢饉
ききん

の碑
ひ

 小川町上小川字植ノ内 常 慶 寺 

市：有形文化財 

（歴史資料） 
上 平
うわだいら

文書
もんじょ

（附）三通 平字揚土 個 人 

市：有形文化財 

（歴史資料） 
節婦
せっぷ

褒 賞
ほうしょう

の図
ず

 
小川町高萩字家ノ前 

 〃 塩田字宮ノ後 
諏訪神社 

市：有形文化財 

（歴史資料） 
長福寺
ちょうふくじ

縁起
えんぎ

 小川町下小川字上ノ台 長 福 寺 

市：天然記念物 上 平
うわだいら

のナギ 小川町上平字熊ノ前 個 人 

市：天然記念物 内倉
うちくら

湿原
しつげん

 小川町上小川字沼 個 人 

市：天然記念物 観音寺
かんのんじ

跡
あと

のスダジイ 小川町柴原字舘下 個 人 

市：天然記念物 諏訪
す わ

神社
じんじゃ

のシダレザクラ 
小川町高萩字家ノ前 

 〃 塩田字宮ノ後 
諏訪神社 

市：無形民俗文化財 じゃんがら念仏
ねんぶつ

踊り 市内一円 

じゃんが

ら念仏踊

保存団体

連合会 

※ 指定文化財一覧を参照 
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４ 小川地域の現状と問題点や課題、その解決のためのアイディアついて 

  小川地域は、 

① 産業の中心は農業ですが、農家や耕地が減少している。 

② 少子高齢化が進み、今後人口の減少が見込まれる。 

地域である一方、 

   ① 市中心部に近いのにもかかわらず、豊かな自然に囲まれている。 

   ② 様々な地域資源がまだ生かしきれていない。 

   地域と見ることができます。 

   

このような小川地域で、当会が目指す小川地域を実現するため、まず次のように考え、 

始めることとしました。 

 

    ① 当地域の現状を把握すること 

     ② ①から、「地域のかかえる問題点」やその問題点に対応するための課題を考

えてみること 

     ③ ②の問題点や課題を解決するためのアイディアを、まずは挙げていくこと 

 

   具体的には、当地域に住んでいるいろいろな年齢、職業の方々に集まってもらい、 

前述の①、②、③についてテーマを決めて話し合い（ワークショップ形式）を行い、 

意見を集約することにしました。 

    また、意見を集約していく過程においては、次の点を重視しました。 

 

① 意見を客観的に取り扱うこと 

② 特定の方の意見に偏らないようすること 

③ アイディアを考えるうえでは、他地域での取組みなども参考になるため、 

いろいろな地域のいろいろな事例を例示してもらうこと 

 

    そこで、今回は、地域の話し合い（ワークショップ）のファシリテーター（進行・ 

とりまとめ役）に外部講師を招き、いわゆる「よそものの視点」を入れながら、意 

見を取りまとめていくこととしました。 

    次頁以降には、小川地域の現状と問題点や課題、その解決のためのアイディアを

考えていくための地域の話し合い（ワークショップ）の結果を掲載します。 

なお、テーマは、次の５項目に設定しました。 

 

① 地域文化・習慣・風習・行事等  ② 少子化及び高齢化問題 

 ③ 産業              ④ 道路・交通・防災 

      ⑤ 生活・コミニュティ・公共施設等 



テーマ：①　地域文化・習慣・風習・行事等

　地域の現状 　問　題　点 　解決のためのアイディア

　課　題

テーマ：②　少子化及び高齢化問題

　地域の現状 　問　題　点 　解決のためのアイディア

・休耕田の増加、高齢者中心の農業
・担い手不足
・高齢化、少子化
・行事や祭への若者の参加が少ない
・地域の存在が目立ちにくい、発信力
が少ない
・人が良すぎる

・まるごと小川マップ作成、SNS

やDVDでの発信

・伝統文化を総合施設に集約

・保存会、慣習や行事の聞き取

り調査

・地域行事を学校行事に取り込

み

・カエル水族館

・（道の駅のような）集約的な直

売所、食事処

・大きな神輿や水車を作り、地域

全体の祭にする

・錦展望台（アカヤシオ）ライト

アップ

・小川の年代別の組織化（青年

会、婦人会、長寿会等）

・子ども達が集まる施設をつくる

・諏訪神社の駐車場確保

・夏井川、白鳥飛来地、二ツ箭山

・食文化（甘梅漬け、柏餅等）

・野菜栽培、共同の農作業

・諏訪神社をはじめ多くの寺社、

例大祭

・伝統行事、祭（ささら、獅子舞、

酉小屋、じゃんがら、お月見、子

ども神輿、大般若祭、盆踊り等）

・十九夜講、祝事の赤飯、仏事の

八杯、慶弔行事

・結い、上棟式、納税組合

・子ども会、運動会、元日マラソ

ン、駅伝

・草野心平記念文学館、心平忌、

小川の歌、草刈の歌

・方言

・自然環境の維持、休耕田の活用
・夏井川のイベント活用
・食文化のアピール（イベント等）
・小川ブランドの確立
・田舎の良さを情報発信
・祭の継承・復活
・祭・行事の企画運営への若者の取り
込み
・各地域の伝統等を小川文化として集
約

・独身者が多い

・独居及び高齢者のみの世帯増

・子どもの数が減っている

・若い世代の人口の流出

・若者が帰ってこない

・宅地不足

・原子力災害に伴う避難者の増

・地区内での働く場所の不足

・生活が不便、商店が成り立たない
・交通不便、通院や買い物も不便
・市街地から遠いイメージ、住宅が建たな
い、若い人向けの集合住宅がない
・若者の流出（長男長女も）、転出者が
戻ってこない、介護する家族がいない
・結婚する人の減少、子どもの数の減少
・魅力ある高等教育機関がない
・就業の場がない
・出会いの場、若者が集う場や若者中心
のイベントがない
・価値観の変化、隣組が成り立たない
・空き家の増加
・耕作放棄地の増加、農業後継者不足
・高齢者の交流機会・活躍の場が少ない
・要介護者・認知症の増、医療機関や介
護サービスが少ない

　課　題

・婚活イベント・婚活カフェ、結

婚相談員制度

・高齢者による共働きサポート

・出産祝金制度

・地域行事充実（星を見る会、

大型望遠鏡）

・市民講師による特技・資格の

伝承

・教育機関誘致

・農業講座、市民農園

・古民家再生、空き家活用

・ツリーハウス、ハンモック村、

アスレチック

・食堂、農家レストラン・カフェ、

道の駅、産地直売所、マル

シェ開催

・アートでまちづくり、音楽文

化、カエル水族館、自然の美

術館

・若者イベント、子ども会活性

化、青年会立ち上げ

・全国小川町サミット

・用途地域の見直し

・住宅地、公営住宅の整備
・働く場づくり
（企業誘致・工業団地･観光事業等）
・耕作放棄地の活用（花畑・遊び場等）
・買い物・通院の交通の便の確保
・公共交通の利便向上（増便)
・商業機能の充実
・医療の充実、介護施設の充実
・農業従事者への支援
・子育て支援策の充実
・世代間交流、コミュニケーション
・空き家の管理、空き家バンクで紹介
・移住受入れ強化
・若者の出会いの場づくり、婚活支援
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テーマ：③　産業

　地域の現状 　問　題　点 　解決のためのアイディア

テーマ:④　道路・交通・防災

　地域の現状 　問　題　点 　解決のためのアイディア

・梨の生産が盛ん

・名産品として甘梅漬け

・これといった基幹産業がない

・平地区や好間工業団地への通
勤者が多い

・買い物は、人口の多い平地区
等隣接地区で済ます

・地区内にスーパーなど買い物で
きる場所が少ない

・車以外の交通手段が乏しい

・市内有数の観光地（二ツ箭山・
夏井川渓谷）あり

・農家の減少、担い手の減少・後継者
不足
・耕作放棄地の増加、農業コストが割高
・木材が売れない、山林の荒廃、イノシ
シ被害の増加
・企業が少ない、商工業の閉塞、賑わ
いがない
・買い物が不便（スーパー等商業施設
がない、飲食施設も不足）、都市部の
大型スーパーに買い物客が流出
・宿泊施設がない

・農業後継者の育成、農業に誇りを

・農地の集約化、休耕田の活用

・農商工の連携、６次産業化、小川の

ブランド品、特産品づくり

・都市部への販路開拓、地場産品の販

売力強化

・商業機能の設置、空き店舗の活用

・観光の活性化、ＰＲ（登山ルート、観光

ルートづくり等）

・農家レストラン、（道の駅のよう
な）直売所

・農業法人設立、農業体験の
受け皿づくり、Ｕターン農業者
募集

・農産品ネット販売や野菜市、
他地域との交流による販路拡
大

・農業後継者の出会いの場づ
くり

・地元材で木工製品づくり

・二ッ箭山駐車場の活用
・総合施設を使った観光・物産
情報の発信

・梨選果場等をマーケットに活
用
・森と海のつながりをＰＲ

　課　題

・道路網・道路整備が不十分、通学時の
駅前混雑
・道路にガードレールがなく危険、歩道が
狭い
・市道が狭く、公共施設・避難場所に大
型バスが入れない
・橋が壊れている、道路の痛みが激しい
・鉄道・バスの便が悪く、終電も早い
・防災拠点施設が少なく、支所は浸水の
可能性があるため防災拠点として不適
・夏井川の水害の危険、水害時の避難場
所に不安
・ダムの下流に住居あり
・雨天時道路が浸水
・消防団の人員不足

・道路環境整備（歩道・ガードレール設
置、拡幅、路面、街灯の整備、定期的
メンテナンス）
・国道399号の十文字工区等（トンネ
ル）の早期整備
・広域農道の整備
・磐越東線の利便性向上（列車増便
等）
・バス利便性の向上（路線拡充等）
・避難所の見直し、避難経路の確認
・河川の安全性向上（堤防の整備等）

・側溝の整備

・バスの地域での導入検討、マ
イクロバスの利用

・有償ボランティアでの乗合輸
送

・駅前歩道の早期整備
・防災拠点としての小川支所の
見直し
・自転車走行空間の整備

・緊急時の連絡網整備、高齢
者避難等の支援

・洪水や土砂災害情報等の防
災情報等の情報発信を密にす
る
・自主防災組織の充実、婦人
消防団の増員
・防災見回り隊の設立

・ＪＲ磐越東線：小川郷駅、江田駅
（小川郷駅までは上り下りとも
８本／日、江田駅は６本／日）

・バス路線：１路線（平～高崎）

・国道：国道399号

・県道：小野四倉線、小川赤井平
線、三株下市萱小川線等

・二級河川：夏井川水系
夏井川本流：無堤地区があり洪
水の心配あり
支流小玉川：小川地域上流に小
玉ダムがあり、観光資源でもある

・隣接町（双葉郡楢葉町）に福島
第二原子力発電所がある

・市街化区域が小川郷駅周辺の
一部に設定されている

・市街化調整区域や無指定区域
が多い

　課　題
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